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に比べて速筋線維が多く9)，疲労し、;S1rength(k9)
やすいことが関係していると考えらFig.9Relationshipbetweenmusclestrengthahdmean
れる。底屈力と足指屈曲力に関して 'amplitudeofEMGinfootdigitorumflexion
は，最大筋力を発揮することに対する慣れがあって，2回目の値の方が大きい傾向があったも
のと考えられる｡
このように，いずれの筋力を発揮した場合にも，その主働筋の筋電平均振幅が力にほぼ対応
しており,本測定法の妥当性が確かめられた｡さらに本測定法の留意点及び限界が明らかになっ
た。さらに，いずれの筋力の測定値の信頼性も極めて高いことが確認された。
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（2）大学生女子の下腿筋力
大学生女子100名の下腿筋力（図10)は，底屈力86.7±13.81kg(最大値124.4kgウ最小値61.3
kg),背屈力31.9f5.42kg(最大値49.3kg,最少値20.2kg),足指屈曲力40.6±7.69kg(最大値
61.6kg,最小値23.9kg)であった。体重当りの下腿筋力は,底屈力1.69±0.254(最大値2.33,
最小値1.00),背屈力0.62±0.098(最大値0.94,最小値0.40),足指屈曲力0.79iO.134(最大
値1.04,最小値0.47)であった。なお,各筋力とも正規分布をしていた(カイ2乗検定による)。’
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Fig.10Maximummusclestrengthfor.femaleuniversitystudents(N=100)
体重当りの足指屈曲力からは，体重を足指に移行できる割合を知ることができるが，この値
が1.04というのは，身体動揺によって足指に体重以上の負荷が加わったことを示唆しており，
平衡を保てるように援助することが本測定法では大切であると考えられる。このように値が
1.00以上の者は,100名中4名であった。これらの者に対して，足指屈曲力を測定しようとする
場合には，体に重量を負荷する必要がある。他の者については，足指屈曲力を測定し得たと考
えられる｡“
表1に，筋力と体重との相関係数を示した。いずれも0.4以上の有意な相関であり，体重が重
い者は筋力が高い傾向にあった。これには，筋量が体重の構成要因であること，また下腿筋は
重要な抗重力筋であることが関係していると考えられる'1)。
TablelCorrelationcoefficientsbetweenmax伽ummuscle
strengthandweight
APF ADF FDF
0.450**O.449**O.420**r
**p<0.01
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表2に，体重当りの筋力間の相関係数を示した。底屈力・背屈力間，底屈力・足指屈曲力間
には有意な相関が認められたが，0.3以下の低い相関であった。背屈力･母指屈曲力間には有意
な相関が認められなかった。このように筋力間の相関が極めて低いということは，1つの筋力
によって下腿筋の筋力を代表しえないことを示すものである。この原因として，これらの筋力
発揮に関与する筋群はそれぞれ異なった機能を有し,その機能の発現様式あるいは発現頻度が，
個人によって著しく異なることが考えられる。
Table2CoITelationcoefficientsbetweenmaximum
musclestrengthsperweight
APF ADF FDF
APF 0.230
＊ 0.299＊＊
ADF 0.191
FDF
*p<0.05**p<0.01
4まとめ
(1)立位姿勢の保持やロコモー ションにおける下腿筋の機能を重視して，足の底屈力，背屈
力，足指屈曲力を容易に測定しうる方法を考案した。
(2)主働筋の筋電平均振幅と発揮した力との対応関係からして，目的とした下腿筋力をほぼ
測定し得ると考えられた。ただし，下肢の解剖学的構造が関係して，底屈力と背屈力では完全
な等尺性筋収縮がなされがたいと推察された。また，足指屈曲力を測定する場合に，身体に重
量を負荷する必要のある被験者もいた。その数は100名中4名であった。
（3）筋力の2回の測定値間の相関係数がいずれも0.9以上であり,本測定法の信頼性が高いこ
とが明らかになった。
（4）大学生女子100名の各下腿筋力とも正規分布し，底屈力86.7±13.81kg,背屈力31.9i
5.42kg,足指屈曲力40.6士7.69kgであった｡各筋力とも体重と0.4以上の有意な相関を示した。
体重当りの筋力は,底屈力1.69±0.254,背屈力0.620.098,足指屈曲力0.79±0.134であった。
体重当りの筋力間の相関係数はいずれも0.3未満であり，1つの筋力によって下腿筋力を代表し
得ないことが明らかになった。
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